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一
一
○
○
四
年
四
月
一
三
日
か
ら
一
一
四
日
に
か
け
て
ロ
シ
ア
の
カ
リ

ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
州
都
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
「
西
と
束
の
間

の
カ
ン
ト
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
第
九
回
国
際
カ
ン
ト
学
会
が
開
か
れ

た
（
と
。
本
学
会
は
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
を
中
心
に
近
隣
諸
国
で
行
わ

れ
て
い
る
国
際
カ
ン
ト
学
会
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
今
回
の
学
会
は

カ
ン
ト
没
後
二
○
○
年
と
生
誕
二
八
○
年
と
の
記
念
を
兼
ね
た
も
の

で
、
近
隣
諸
国
を
越
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
会
で
あ
っ
た
。

学
会
初
日
の
四
月
一
三
日
は
カ
ン
ト
の
誕
生
日
に
あ
た
る
。
カ
リ

ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
は
第
一
一
次
世
界
大
戦
中
ま
で
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル

夕
と
呼
ば
れ
る
ド
イ
ツ
の
都
市
で
あ
っ
た
。
こ
の
都
市
で
カ
ン
ト
は

生
ま
れ
、
活
躍
し
、
亡
く
な
っ
た
。
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
名
称

が
変
わ
っ
て
か
ら
は
、
実
は
都
市
の
実
態
は
名
称
ば
か
り
か
住
民
の

国
際
カ
ン
ト
学
会
（
於
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
）
報
告

カ
ン
ト
没
後
二
○
○
年
と
生
誕
二
八
○
年
記
念

点
で
も
変
わ
り
、
大
戦
直
後
に
大
多
数
の
ド
イ
ツ
人
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス

ベ
ル
ク
を
去
り
、
そ
の
あ
と
の
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
ロ
シ
ア
人

が
住
み
着
い
て
い
る
。
さ
ら
に
都
市
の
景
観
も
戦
前
の
カ
リ
ー
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
を
偲
ば
せ
る
も
の
は
城
や
大
学
の
建
物
を
は
じ
め
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
い
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
大
聖
堂
は
残
っ
て
い
る
が
、
い
ま

だ
に
修
復
が
終
わ
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
プ
レ
ー
ゲ
ル
何
の
中
洲
に

か
か
っ
て
い
た
一
筆
書
き
で
有
名
な
橋
も
一
つ
を
除
い
て
全
部
無
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
貌
の
理
由
は
、
大
空
襲
で
都
市
は
破

壊
さ
れ
つ
く
し
、
そ
の
後
の
再
建
が
か
つ
て
の
ド
イ
ツ
人
の
都
市
の

景
観
を
無
視
し
て
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

今
回
の
学
会
の
主
催
・
共
催
者
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
の
は
、

カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
大
学
、
ロ
シ
ア
・
カ
ン
ト
協
会
、
バ
ル

ト
海
国
際
社
会
科
学
協
会
、
ド
イ
ツ
・
カ
ン
ト
協
会
（
社
団
法
人
）
、

菅
沢
龍
文
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ベ
ル
リ
ン
・
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
で
あ
り
、
今
回

の
学
会
に
は
「
ツ
ァ
イ
ト
基
金
エ
ー
ベ
リ
ン
＆
ゲ
ル
ト
・
ブ
ッ
ェ
リ

ウ
ス
」
の
財
政
的
援
助
が
あ
っ
た
。

参
加
者
の
国
別
人
数
は
一
三
日
に
配
布
さ
れ
た
リ
ス
ト
か
ら
読
み

取
る
と
、
ド
イ
ツ
か
ら
二
五
人
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
四
人
、
フ
ラ
ン
ス

か
ら
一
人
、
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
一
人
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
一
人
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
か
ら
一
人
、
ス
イ
ス
か
ら
一
人
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
四

人
、
カ
ナ
ダ
か
ら
一
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
一
人
、
日
本
か
ら
二
人
、
ロ
シ

ア
か
ら
は
、
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
が
四
一
一
一
人
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ

ル
ス
ブ
ル
ク
が
一
五
人
、
モ
ス
ク
ワ
が
一
八
人
、
ロ
シ
ア
の
そ
の
他

の
地
域
か
ら
は
二
○
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
は
一
一
一
人
、
リ
ト
ア
ー
ー
ア

か
ら
は
一
人
、
エ
ス
ト
ニ
ア
か
ら
は
一
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
は
一

人
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
は
一
人
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
は
一
人
、
不
明
が

一
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
都
合
一
八
ヵ
国
、
’
四
七
名
（
そ
の
う

ち
ロ
シ
ア
以
外
は
五
一
名
）
に
な
る
。
た
だ
し
現
住
地
で
は
な
く
て

国
籍
で
言
え
ば
中
国
人
や
イ
タ
リ
ア
人
も
い
た
。
な
お
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
か
ら
哲
学
者
カ
ン
ト
と
血
の
つ
な
が
り
が

あ
る
と
い
う
カ
ン
ト
氏
白
忌
目
ロ
【
目
こ
が
参
加
し
た
。

大
会
前
日
の
四
月
一
一
一
日
の
午
後
五
時
に
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

大
学
の
博
物
館
で
画
家
ス
ミ
ル
ニ
ア
ジ
ン
夫
妻
の
展
示
会
「
カ
ン

ト
・
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
・
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
」
会
場
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
が
催
さ
れ
た
。
画
家
の
描
い
た
カ
ン
ト
や
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
夕

の
景
観
な
ど
が
飾
ら
れ
た
部
屋
で
展
示
会
に
か
か
わ
る
挨
拶
お
よ
び

懇
親
会
の
あ
と
に
男
声
合
唱
団
が
登
場
し
て
力
強
い
歌
声
が
会
の
最

後
を
飾
っ
た
。
こ
の
大
学
の
建
物
の
正
面
か
ら
出
る
と
前
庭
の
斜
め

左
手
に
カ
ン
ト
の
立
像
が
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル

ク
出
身
で
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ド
イ
ツ
で
活
躍
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
デ
ン
ホ
ッ
フ
伯
爵
夫
人
（
三
目
ｇ
ｏ
国
言
□
・
弓
・
巴
ら
の
努

力
に
よ
っ
て
一
九
九
二
年
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
【
写
真
１
】
・

カ
ン
ト
の
立
像
は
こ
れ
が
最
初
の
も
の
で
は
な
く
て
、
設
置
当
初

の
カ
ン
ト
立
像
は
ラ
ウ
ホ
（
ｏ
目
一
の
一
肉
昌
＆
）
の
作
品
（
一
八
五
五
年
）

を
元
に
ベ
ル
リ
ン
で
鋳
造
さ
れ
た
立
像
（
一
八
五
七
年
）
で
、
ス
テ
ュ

ー
ラ
ー
（
シ
信
房
（
、
三
一
ｇ
設
計
の
記
念
碑
の
真
ん
中
に
そ
び
え
て
い

た
。
こ
れ
は
一
八
八
五
年
に
城
の
発
掘
と
道
路
設
置
の
た
め
に
、
新カント立像写真１
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大
学
（
一
八
五
六
‐
六
二
年
建
設
）
か
ら
み
て
前
方
右
手
（
南
西
）
の
場

所
に
移
設
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
消
失
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
学
会
会
場
と
な
っ
た
の
は
、
市
中
心
部
に
あ
る
大
学
か
ら

北
方
へ
徒
歩
で
一
一
一
十
分
ほ
ど
離
れ
た
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国
立
大

写真２ 会場ステ ジ

学
の
新
し
い
純
白
の
建
物
で
あ
っ
た
。
開
会
直
前
の
会
場
の
ス
テ
ー

ジ
に
は
解
説
の
声
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
大
き
く
市
の
宣
伝

の
写
真
が
次
々
と
映
し
出
さ
れ
、
カ
ン
ト
や
昔
の
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル

ク
に
ま
つ
わ
る
こ
と
か
ら
現
代
の
プ
ー
チ
ン
来
訪
に
至
る
ま
で
様
々

紹
介
さ
れ
て
い
た
【
写
真
２
】
。
ま
た
、
英
語
と
ド
イ
ツ
語
の
ど
ち

ら
か
の
通
訳
を
聞
け
る
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

ス
テ
ー
ジ
に
は
主
催
大
学
の
ブ
リ
ュ
シ
ン
キ
ン
（
三
昌
旦
『

国
冒
、
○
三
二
ヨ
）
教
授
を
中
心
に
左
右
に
来
賓
が
並
ん
で
座
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
ブ
リ
ュ
シ
ン
キ
ン
教
授
の
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後

カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
学
長
ク
レ
ム
シ
ェ
フ
（
雪
】
目
昌

【
］
の
目
①
圏
宮
誉
）
の
祝
辞
、
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
知
事
エ
ゴ
ロ
フ

（
雪
一
三
日
弓
田
彊
ヨ
ヨ
）
の
祝
辞
、
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
議
会
議

長
ニ
キ
チ
ン
（
二
＆
ご
弓
ｚ
云
言
）
の
祝
辞
、
カ
リ
ー
ー
ー
ン
グ
ラ
ー

ド
市
市
長
サ
ヴ
ェ
ン
コ
（
旨
昌
煕
冒
ｇ
宮
）
の
祝
辞
が
続
き
、
さ
ら
に

ロ
シ
ア
連
邦
・
連
邦
議
会
・
連
邦
評
議
会
・
議
長
ミ
ロ
ノ
フ
（
肝
橘
旦

三
『
８
２
）
の
名
前
で
の
祝
辞
の
代
読
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
祝
辞
の
後
に
ド
イ
ツ
・
カ
ン
ト
協
会
会
長
マ
ン
フ

レ
ー
ト
・
バ
ウ
ム
（
三
目
憲
二
切
冒
目
）
の
講
演
「
二
百
年
後
の
カ
ン

ト
」
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
カ
ン
ト
の
現
代
的
意
義
に
か
か
わ

る
今
大
会
の
基
調
講
演
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
要
点

を
以
下
に
紹
介
す
る
。
（
筆
者
は
比
較
的
鮮
明
な
録
音
を
と
っ
て
い

た
が
、
関
西
学
院
大
学
の
河
村
克
俊
教
授
か
ら
原
稿
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
丸
括
弧
内
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で
引
用
文
の
後
に
記
さ
れ
た
シ
と
国
に
続
く
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
『
純

粋
理
性
批
判
』
初
版
と
第
二
版
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。
同
様
に
シ
シ

に
続
く
ロ
ー
マ
数
字
と
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全

集
の
巻
数
と
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。
）

カ
ン
ト
哲
学
の
名
宛
人
は
カ
ン
ト
の
時
代
の
人
類
だ
け
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
い
。
今
回
の
学
会
も
カ
ン
ト
哲
学
の
現
代
へ
の
影
響

の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
が
説
く
啓
蒙
は
、
自
ら
考
え

る
こ
と
に
本
質
が
あ
る
。
カ
ン
ト
は
自
分
の
理
性
を
私
的
（
旨
く
臼
）

に
で
は
な
く
て
公
的
（
。
詩
昌
一
雲
）
に
用
い
る
こ
と
を
重
視
し
た
。

ま
た
カ
ン
ト
は
生
得
的
で
譲
渡
不
可
能
な
人
間
性
の
権
利
を
確
立
し

た
。
と
こ
ろ
で
啓
蒙
に
は
立
法
を
公
的
に
批
判
す
る
自
由
が
必
要
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
歴
史
的
過
程
と
し
て
の
啓
蒙
の
目
標
は
将
来
に

人
類
社
会
の
法
的
体
制
を
築
く
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
啓
蒙
の
時
代
は

同
時
に
「
本
来
の
意
味
の
批
判
の
時
代
」
参
蚤
皆
巨
・
）
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
は
優
れ
て
啓
蒙
の
哲
学
な
の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
研
究
の
歴
史
は
盛
衰
の
繰
り
返
し
と
さ
ま
ざ
ま
な
流
行
の

歴
史
で
あ
り
、
一
つ
で
は
な
い
多
数
の
カ
ン
ト
主
義
が
著
者
カ
ン
ト

と
そ
の
著
作
と
に
な
り
代
わ
っ
て
行
う
代
理
業
務
の
歴
史
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
代
し
て
現
れ
る
哲
学
史
家
た
ち
は
、
こ

の
哲
学
そ
の
も
の
の
成
果
は
ど
こ
に
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
時
代

＊
＊
＊
 

と
国
々
の
哲
学
す
る
者
た
ち
に
対
し
て
証
明
さ
れ
た
魅
力
は
何
に
基

づ
い
て
い
る
の
か
、
と
自
問
し
た
。

カ
ン
ト
は
自
分
の
要
求
を
こ
の
要
求
の
歴
史
的
相
対
性
を
同
時
に

意
識
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
掲
げ
て
い
る
。
「
批
判
哲
学
が
、
自
分
よ

り
以
前
に
は
そ
も
そ
も
ま
だ
哲
学
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
な

哲
学
と
し
て
予
告
さ
れ
る
な
ら
ば
、
批
判
哲
学
は
、
自
分
自
身
の
計

画
に
従
っ
て
一
つ
の
哲
学
を
企
て
る
よ
う
な
す
べ
て
の
人
が
為
し
た

し
、
為
す
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

以
外
の
何
事
も
な
さ
な
い
の
で
あ
る
」
（
シ
ン
ニ
ロ
ヨ
）
と
。
な
ぜ
な

ら
、
す
べ
て
の
人
は
、
一
つ
の
哲
学
し
か
存
在
し
え
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

カ
ン
ト
哲
学
の
中
心
問
題
は
形
而
上
学
と
批
判
と
の
関
係
で
あ
る
。

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
人
間
が
理
性
的
存
在
者
と
み
な
さ
れ
る
か
ぎ
り

で
、
形
而
上
学
は
人
間
学
的
な
定
項
声
目
農
三
の
）
で
あ
る
。
形
而

上
学
が
継
続
す
る
か
ぎ
り
批
判
の
必
要
性
も
継
続
す
る
の
で
あ
り
、

「
批
判
に
よ
っ
て
純
化
さ
れ
た
形
而
上
学
」
Ｓ
×
酉
Ｓ
と
い
う
課
題

が
存
続
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
五
十
年
前
に
ユ
リ
ウ
ス
・
エ
ピ
ン
グ
ハ

ウ
ス
は
、
カ
ン
ト
が
哲
学
者
た
ち
の
間
で
哲
学
す
る
こ
と
の
必
須

の
前
提
と
み
な
さ
れ
た
時
代
は
過
ぎ
去
っ
た
、
と
述
べ
た
つ
巴
・

因
９
ｓ
、
富
民
三
富
Ｑ
囚
§
蔦
涛
秤
貢
萱
臣
』
・
国
自
己
Ｃ
ｐ
Ｐ
の
．

］
】
・
）
。
し
か
し
今
回
の
学
会
は
特
殊
な
種
類
の
公
的
な
理
性
使
用

の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
カ
ン
ト
哲
学
の
証
明
と

成
果
の
適
切
な
理
解
と
批
判
的
評
価
が
諸
論
拠
を
も
っ
て
争
わ
れ
る
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の
で
あ
る
。
形
而
上
学
と
批
判
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
哲
学
概
念
は

カ
ン
ト
に
固
有
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
哲
学
把
握
に
は
現

代
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
追
随
者
は
い
な
い
。
し
か
し
、
ア
プ

リ
オ
リ
な
綜
合
判
断
の
可
能
性
を
論
じ
な
い
よ
う
な
哲
学
は
、
独
立

し
た
探
究
領
域
を
持
ち
得
な
い
し
、
学
問
性
へ
の
ど
ん
な
要
求
も
な

し
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
う
る
。
カ
ン
ト
哲
学
は
私
た
ち

が
自
分
で
哲
学
す
る
と
い
う
こ
と
を
練
習
す
る
た
め
に
歴
史
に
よ
っ

て
予
め
与
え
ら
れ
た
試
み
で
あ
る
。

相
対
性
理
論
や
量
子
物
理
学
に
よ
っ
て
カ
ン
ト
の
自
然
の
形
而
上

学
に
対
す
る
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
る
。
ま
た
、
非
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

幾
何
学
の
発
見
に
よ
り
、
カ
ン
ト
の
数
学
論
と
そ
の
数
学
論
に
お
け

る
構
成
と
い
う
根
本
概
念
が
幾
重
に
も
維
持
で
き
な
い
も
の
と
み
な

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
と
困
難
に
つ
い
て
の
現
代
に
い
た
る
ま
で

行
わ
れ
て
い
る
議
論
は
決
着
の
つ
い
た
も
の
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

し
か
し
カ
ン
ト
通
の
エ
ピ
ン
グ
ハ
ウ
ス
と
も
あ
ろ
う
人
が
五
十
年
前

に
、
カ
ン
ト
の
『
形
而
上
学
的
原
理
』
は
二
十
世
紀
に
は
色
あ
せ
た

書
物
で
あ
る
と
主
張
し
た
ば
か
り
か
、
カ
ン
ト
が
『
オ
プ
ス
・
ポ
ス

ト
ム
ム
』
で
自
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に
、
経
験
の
第

一
類
推
と
第
三
類
推
の
証
明
に
は
、
質
料
的
な
実
体
を
考
え
て
い
る

結
果
、
「
誤
り
が
入
り
込
ん
で
い
る
」
に
ち
が
い
な
い
、
と
主
張
し

た
（
ぐ
、
一
・
口
・
ｐ
ｐ
ｍ
』
Ｓ
）
。

カ
ン
ト
の
実
践
哲
学
の
諸
成
果
に
は
と
り
わ
け
実
践
哲
学
そ
の
も

の
の
概
念
の
カ
ン
ト
に
よ
る
新
し
い
規
定
が
属
し
て
い
る
。
自
然
原

因
と
し
て
の
人
間
の
意
志
が
実
践
的
な
諸
法
則
に
自
主
的
に
支
配
さ

れ
る
の
は
、
こ
の
諸
法
則
が
道
徳
的
な
諸
法
則
と
し
て
自
由
概
念
を

基
礎
に
置
く
場
合
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
プ
ラ
ト
ン

と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
道
徳
哲
学
が
幸
福
概
念
を
出
発
点
に
置

い
た
の
と
異
な
る
。

形
式
論
理
学
の
カ
ン
ト
に
よ
る
構
想
に
関
し
て
は
、
概
念
と
直
観

と
の
対
置
と
い
う
カ
ン
ト
の
教
説
が
、
カ
ン
ト
の
諸
『
批
判
』
を
理

解
す
る
た
め
の
基
本
的
な
前
提
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
判
断
に
お
い
て

諸
概
念
を
綜
合
的
に
統
一
す
る
す
べ
て
の
機
能
を
一
つ
の
原
理
か
ら

実
際
に
証
明
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
導
出
を
カ
ン
ト

が
拒
ん
だ
の
で
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ラ
イ
ヒ
に
よ
る
こ
の
導
出
の
天
才
的

再
構
成
の
後
に
な
っ
て
も
カ
ン
ト
の
判
断
表
の
完
壁
性
が
い
ま
だ
に

争
わ
れ
て
い
る
。

カ
ン
ト
の
美
に
つ
い
て
の
教
説
は
美
感
的
判
断
の
カ
ン
ト
に
よ
る

新
し
い
規
定
か
ら
生
じ
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
、
経
験
主
義
の
理
論
お

よ
び
合
理
主
義
の
理
論
と
対
決
し
て
、
美
し
い
も
の
を
快
適
な
も
の

と
善
い
も
の
か
ら
境
界
づ
け
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
れ
に
よ
り
認
識

さ
れ
た
こ
と
は
、
美
は
感
性
的
・
理
性
的
な
二
重
の
人
間
本
性
に
お

い
て
、
人
間
自
身
に
相
関
し
て
の
み
考
え
ら
れ
う
る
と
い
う
こ
と
、

美
は
た
し
か
に
「
理
念
の
感
性
的
な
映
現
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

カ
ン
ト
哲
学
の
現
代
性
は
と
り
わ
け
公
法
に
関
す
る
カ
ン
ト
の
教

説
に
示
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
の
法
論
は
、
カ
ン
ト
の
道
徳
哲
学
一
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般
と
同
様
に
、
形
式
主
義
的
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
マ
ッ

ク
ス
・
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
カ
ン
ト

の
形
式
主
義
は
豊
か
な
内
容
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
形
式
主
義

か
ら
す
べ
て
の
個
人
へ
の
尊
敬
、
万
人
の
等
し
い
権
利
、
共
和
国
、

人
類
の
正
当
な
状
態
が
生
ず
る
」
（
国
・
昊
言
三
豊
二
目
ｏ
の
圏
冒
目
の
一
（
の

四
・
三
詐
呂
国
。
．
『
．
、
．
。
ｅ
と
。
も
ち
ろ
ん
カ
ン
ト
の
法
哲
学
は
、
あ

ら
ゆ
る
哲
学
と
同
様
に
、
誤
用
さ
れ
う
る
。
た
と
え
ば
、
人
間
性
の

権
利
の
毅
損
に
抵
抗
す
る
た
め
に
一
国
の
指
導
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る

軍
事
的
暴
力
が
あ
り
、
こ
れ
が
正
当
化
さ
れ
る
場
合
、
カ
ン
ト
に
よ

れ
ば
諸
国
家
間
で
の
唯
一
合
法
的
な
暴
力
使
用
は
世
界
の
平
和
的
秩

序
を
も
た
ら
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う

な
ら
ば
、
カ
ン
ト
の
法
哲
学
は
誤
用
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
カ
ン
ト
哲
学
の
も
と
で
燃
え
上
が
る
だ
ろ
う
あ
れ
こ
れ

の
争
点
に
よ
っ
て
心
を
揺
り
動
か
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
人
類
の
教
師

に
恩
恵
を
被
っ
て
い
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
と
信
ず

る
人
々
だ
け
で
あ
る
。

バ
ウ
ム
教
授
の
講
演
が
終
わ
っ
て
か
ら
十
五
分
の
休
憩
後
に
ロ
シ

ア
・
カ
ン
ト
協
会
会
長
カ
リ
ニ
コ
フ
（
Ｆ
①
・
ロ
日
ロ
【
二
『
二
〔
蔓
）
が
「
ロ

シ
ア
哲
学
に
お
け
る
カ
ン
ト
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
た
。
こ
の
後

す
ぐ
に
引
き
続
き
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
教
授
ロ
ー
デ
ン

＊
＊
＊
 

（
く
＆
ｇ
ｏ
内
＆
号
ョ
）
が
「
カ
ン
ト
の
実
践
的
独
我
論
批
判
」
と
い
う

演
題
で
講
演
し
た
。
ロ
ー
デ
ン
教
授
は
二
○
○
五
年
九
月
の
第
十
回

国
際
カ
ン
ト
学
会
・
開
催
大
学
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
）
代
表
で
あ
っ
た
。

こ
れ
で
す
で
に
午
後
一
時
を
過
ぎ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
全
員
で
招
か

れ
て
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と
り
バ
ス
三
台
を
連
ね
た
団
体

で
カ
ン
ト
の
墓
参
を
行
っ
た
。
カ
ン
ト
の
墓
は
大
聖
堂
の
北
東
角
に

写真３大聖堂の北面東隅のカントの墓

墓がこの姿になったのは１９２４年のことである。それまで

の変遷については、『理想特集シェリング没後一五○

年』No.674理想社2005年３月、143-146ページを参照。
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立
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
献
花
式
を
行
っ
た
【
写
真
３
、
大
聖
堂
北
面

東
隅
に
あ
る
カ
ン
ト
の
墓
】
。
こ
の
日
は
め
ず
ら
し
く
空
は
青
々
と

晴
れ
渡
っ
て
い
た
。
大
聖
堂
の
隣
に
は
旧
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ
大
学

が
第
二
次
大
戦
ま
で
存
在
し
た
の
だ
が
、
今
は
そ
の
跡
地
に
記
念
碑

が
残
る
の
み
で
あ
っ
た
【
写
真
４
】
・

献
花
式
の
後
に
、
バ
ス
で
カ
ン
ト
の
両
親
の
家
が
あ
っ
た
跡
地
に

あ
た
る
場
所
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
の
建
物
の
壁
に
は
今
回
新
た
に
記

念
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
お
り
【
写
真
５
］
、
こ
れ
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
は
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
夕

写真４１日大学の跡地に立つ記念碑

プレーゲル河の中洲は、大聖堂や１日大学の他にも

多数の建物があったのだが、現在は大聖堂を除い

て何もなく、木々の間を散策できる公園になって

いる。

と
カ
リ
ー
ー
ー
ン
グ
ラ
ー
ド
の
両
方
に
詳
し
い
バ
ス
ガ
イ
ド
の
解
説
の

も
と
で
市
内
を
め
ぐ
り
、
最
後
に
ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
会
館
で
懇
親
会

を
行
い
こ
の
日
は
終
わ
っ
た
。

翌
二
一
一
一
日
と
二
四
日
に
は
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
研
究
発
表
セ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
次
の
五
つ
が
あ
っ
た
。

１
多
様
な
文
化
に
お
け
る
カ
ン
ト
哲
学
受
容

２
カ
ン
ト
理
論
哲
呈
ｊ
に
お
け
る
超
越
論
主
義
と
ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム

３
カ
ン
ト
哲
学
に
お
け
る
形
式
論
理
学
と
超
越
論
的
論
理
学

４
カ
ン
ト
実
践
哲
学
に
お
け
る
普
遍
主
義
と
形
式
主
義

５
カ
ン
ト
に
お
け
る
人
間
・
文
化
・
生
命

以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
発
表
の
テ
ー

マ
を
見
て
い
く
。

写真５ カントの生家跡の記念プレ 卜
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「
１
多
様
な
文
化
に
お
け
る
カ
ン
ト
哲
学
受
容
」
で
は
、
白
ロ

シ
ア
（
現
ベ
ラ
ル
ー
シ
）
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン

ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
い
っ
た
国
々
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
新

カ
ン
ト
主
義
の
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
へ
の
影
響
、
カ
ン
ト
の
「
信
仰
と

理
性
」
論
の
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
ア
ン
グ
ロ
ア
メ
リ
カ
・
カ
ン
ト
研

究
へ
の
影
響
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
平
和
運
動
と
カ
ン
ト
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
問
題
と
カ
ン
ト
、
ベ
ル
ジ
ャ
ー
エ
フ
と
カ
ン
ト
、
ソ
ル
ヴ
ィ
ョ

フ
と
カ
ン
ト
、
な
ど
で
あ
る
。

「
２
カ
ン
ト
理
論
哲
学
に
お
け
る
超
越
論
主
義
と
ア
プ
リ
オ
リ

ズ
ム
」
で
は
、
客
観
の
制
約
と
し
て
の
主
観
的
な
も
の
、
現
代
科
学

方
法
論
に
お
け
る
ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
と
経
験
主
義
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ

ー
の
超
越
論
性
と
ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
、
純
粋
理
性
批
判
、
厳
密
な
学

と
し
て
の
形
而
上
学
、
超
越
論
的
哲
学
の
方
法
、
批
判
的
形
而
上

学
、
真
理
の
対
応
説
、
把
捉
の
総
合
と
ア
プ
リ
オ
リ
な
形
式
の
生

成
、
空
間
・
時
間
論
、
ヤ
コ
ー
ピ
と
カ
ン
ト
、
な
ど
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
。

「
３
カ
ン
ト
哲
学
に
お
け
る
形
式
論
理
学
と
超
越
論
的
論
理

学
」
で
は
、
批
判
的
思
考
の
歴
史
と
現
在
、
形
式
論
理
学
の
限
界
、

現
代
の
言
語
表
現
で
の
カ
ン
ト
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
論
、
超
越
論
的
論

証
、
超
越
論
的
論
理
学
、
ア
プ
リ
オ
リ
な
概
念
、
論
理
学
と
必
当
然

的
な
学
の
基
礎
づ
け
、
否
定
判
断
の
自
律
、
論
理
的
理
念
な
ど
が
論

じ
ら
れ
た
。

「
４
カ
ン
ト
実
践
哲
学
に
お
け
る
普
遍
主
義
と
形
式
主
義
」
で

は
、
定
言
命
法
に
お
け
る
許
容
可
能
な
も
の
と
義
務
、
カ
ン
ト
の
虚

言
論
、
虚
言
と
常
識
、
自
由
の
範
嬬
表
の
演
鐸
問
題
、
開
化
・
文
明

化
・
道
徳
化
、
カ
ン
ト
の
刑
罰
正
義
、
カ
ン
ト
の
黄
金
律
批
判
、
現

代
的
な
事
象
の
倫
理
と
カ
ン
ト
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
カ
ン
ト
、
ホ
ッ

ブ
ズ
・
ル
ソ
ー
・
カ
ン
ト
、
フ
イ
ヒ
テ
と
カ
ン
ト
、
な
ど
が
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
５
カ
ン
ト
に
お
け
る
人
間
・
文
化
・
生
命
」
で
は
、
カ
ン
ト

の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
の
諸
成
果
、
カ
ン
ト
美
学
に
お
け
る
社
会

的
人
間
学
、
カ
ン
ト
の
人
間
学
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
可
能
性
、

カ
ン
ト
社
会
哲
学
の
普
遍
主
義
、
カ
ン
ト
の
批
判
的
歴
史
哲
学
、
判

断
力
の
問
題
、
構
想
力
の
問
題
六
イ
デ
ガ
ー
、
ア
ー
レ
ン
ト
と
カ

ン
ト
）
、
カ
ン
ト
自
然
哲
学
の
文
化
的
基
礎
、
物
質
の
自
己
組
織
化

と
し
て
の
生
命
、
オ
プ
ス
・
ポ
ス
ト
ゥ
ム
ム
に
お
け
る
有
機
体
概

念
、
カ
ン
ト
全
集
編
纂
に
み
る
カ
ン
ト
の
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
、

と
い
っ
た
テ
ー
マ
の
発
表
が
な
さ
れ
た
。

二
四
日
の
閉
会
式
で
は
二
つ
の
最
終
講
演
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
ひ

と
つ
は
、
コ
レ
ス
ニ
コ
フ
（
シ
屋
Ｓ
昼
【
・
｝
の
圏
芹
〔
三
）
の
「
比
較
研
究

に
み
る
カ
ン
ト
」
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
キ
ッ
チ
ャ
ー
（
毎
日
昌

穴
冒
言
ｕ
に
よ
る
「
統
覚
の
二
つ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
」
で
あ
っ
た
。

な
お
、
最
後
に
有
名
な
カ
ン
ト
記
念
銘
板
の
所
在
に
つ
い
て
触
れ

て
お
く
。
こ
の
記
念
銘
板
は
一
九
○
四
年
に
カ
ン
ト
没
後
百
年
を
記

念
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
カ
ン
ト
の
『
実
践
理
性
批
判
』
の
結
語

に
あ
る
次
の
言
葉
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
「
よ
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．

０
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．）・→｛》．．『・・
・
い
・ り
多
く
よ
り
長
く
熟
考
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
一
一
つ
の
も
の
が
常
に
新

た
な
る
増
大
す
る
感
嘆
と
畏
敬
の
念
で
も
っ
て
私
の
心
を
満
た
す
。

そ
れ
は
、
わ
が
上
な
る
星
々
の
ち
り
ば
め
ら
れ
た
天
空
と
、
わ
が
内

な
る
道
徳
法
則
と
で
あ
る
」
。
こ
の
銘
板
は
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

と
な
る
前
の
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
に
存
在
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大

戦
で
紛
失
し
、
い
ま
だ
に
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
カ
リ
ー
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
で
は
カ
リ
ー
ー
コ
フ
教
授
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
一
九
九
三

年
に
新
た
に
ド
イ
ツ
語
と
ロ
シ
ア
語
で
先
の
文
句
を
彫
っ
た
記
念
銘

板
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
は
プ
レ
ー
ゲ
ル
河
の
中
洲
の
上
を
高
架
の
橋

に
な
っ
て
ま
た
ぐ
道
路
の
北
東
部
か
ら
下
に
降
り
る
階
段
へ
向
か
う

角
の
壁
に
は
め
こ
ま
れ
て
い
た
【
写
真
６
】
（
＊
＊
》
．

写真６ カント記念銘板

＊
本
学
会
は
タ
ー
グ
ン
グ
角
渭
昌
巴
と
称
し
て
い
る
。
し
か
し
五

年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
も
う
ひ
と
つ
別
の
第
九
回
国
際
カ
ン
ト
学
会

が
す
で
に
一
一
○
○
○
年
に
開
か
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
コ
ン
グ
レ
ス カリーニングラード中心部の地図（右が北）

5７ 

Hosei University Repository



戸
・
ロ
四
農
）
と
称
し
て
い
る
。
両
者
を
区
別
す
る
た
め
に
は
、
本
学

会
を
「
国
際
カ
ン
ト
会
議
」
と
し
て
訳
し
分
け
る
の
が
適
切
だ
と
思

わ
れ
る
。
た
だ
し
今
回
は
、
研
究
発
表
主
体
の
学
術
会
議
と
い
う
内

容
か
ら
み
て
「
学
会
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
。

＊
＊
同
様
の
記
念
銘
板
は
他
に
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
一
九
○
四

年
に
制
作
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り
、
現
存
し
な
い
。
も
う
ひ
と

つ
は
一
九
五
五
年
に
ド
イ
ツ
の
ド
ゥ
イ
ス
ブ
ル
ク
（
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ

ル
夕
の
代
理
都
市
）
の
市
庁
舎
の
壁
に
作
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
れ
は
現
存
す
る
。

付
記
竹
内
昭
法
政
大
学
教
授
の
次
の
文
献
は
、
ソ
連
時
代
の
カ
リ

ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
お
け
る
カ
ン
ト
受
容
を
歴
史
的
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
竹
内
昭
「
ソ
連
時
代
の
カ
リ
ー
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
に
お
け
る
カ
ン
ト
受
容
」
法
政
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第

一
○
○
号
・
人
文
科
学
編
、
一
九
九
七
年
二
月
、
一
五
～
四
五
頁
。
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